
略
　
歴

兵
庫
県
神
戸
市
生
ま
れ
。
そ
の
後
、高
知
県
高
知
市
、

東
京
都
、
北
海
道
札
幌
市
で
過
ご
す
。
東
京
都
中
野

区
立
江
原
小
学
校
、
札
幌
市
立
幌
西
小
学
校
、
札
幌

市
立
啓
明
中
学
校
、
北
海
道
札
幌
南
高
等
学
校
、
東

京
学
芸
大
学
附
属
高
等
学
校
を
経
て
、
東
京
大
学
法

学
部
を
卒
業
。

昭
和
六
〇
年　

四
月　

司
法
修
習
生

　
　

六
二
年　

四
月　

判
事
補
任
官　

以
後
、
東
京
地
裁
、
外
務
省
北
米
局

北
米
第
二
課
、在
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
日
本
国
大
使
館
、

東
京
地
裁
、
佐
賀
地
家
裁
に
勤
務
。

平
成
一
一
年　

五
月　

判
事
任
官　

以
後
、
佐
賀
地
家
裁
判
事
、
最
高
裁
調

査
官
、
東
京
地
裁
判
事
、
最
高
裁
刑
事
局
参
事
官
、

東
京
地
裁
判
事
、
最
高
裁
情
報
政
策
課
長
、
東
京
地

裁
判
事
（
部
総
括
）
を
務
め
る
。

　
　

二
七
年　

三
月　

最
高
裁
刑
事
局
長
兼
図
書
館
長

　
　

三
〇
年　

一
月　

前
橋
地
裁
所
長

　
　

三
一
年　

四
月　

東
京
高
裁
判
事
（
部
総
括
）

令
和　

三
年
一
〇
月　

東
京
地
裁
所
長

　
　
　

五
年　

四
月　

大
阪
高
裁
長
官

　
　
　

六
年　

八
月　

最
高
裁
判
所
判
事

最
高
裁
判
所
に
お
い
て
関
与
し
た
主
要
な
裁
判

　

最
高
裁
判
事
就
任
後
日
が
浅
い
た
め
、特
に
記
す
べ
き
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

裁
判
官
と
し
て
の
心
構
え

　

高
裁
や
地
裁
の
裁
判
官
を
務
め
る
中
で
大
切
で
あ
る
と
思
っ
て
き
た
こ
と

が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
謙
虚
に
両
当
事
者
の
言
う
こ
と
に
耳
を
傾
け

証
拠
を
検
討
す
る
と
い
う
姿
勢
で
す
。
最
高
裁
は
最
終
審
で
す
の
で
、
そ
の

職
責
の
重
さ
を
十
分
に
自
覚
し
た
上
で
、
中
立
公
正
な
立
場
か
ら
、
一
つ
一

つ
の
事
件
に
誠
実
に
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
二
つ
目
で

す
が
、
現
代
社
会
で
は
価
値
観
が
多
様
化
し
、
判
断
の
難
し
い
事
件
が
増
加

し
て
い
ま
す
の
で
、
様
々
な
視
点
や
考
え
方
を
も
っ
て
事
件
に
取
り
組
み
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
判
断
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
自

分
自
身
で
い
ろ
い
ろ
勉
強
し
た
り
、
各
種
の
研
究
会
の
成
果
を
吸
収
し
た
り

す
る
な
ど
の
自
己
研
鑽
が
不
可
欠
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、主
と
し
て
、刑
事
裁
判
を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。東
京
地
裁
で
、

裁
判
長
と
し
て
、
裁
判
員
裁
判
も
担
当
し
ま
し
た
。
担
当
し
た
裁
判
員
裁
判

は
、
ど
の
裁
判
員
の
方
も
非
常
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、
感
激
し
ま

し
た
。
い
ず
れ
の
事
件
も
み
な
大
切
な
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。
裁
判
員

裁
判
で
は
、
裁
判
員
と
裁
判
官
が
、
証
拠
に
基
づ
き
一
緒
に
議
論
し
て
、
被

告
人
が
有
罪
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
事
実
認
定
や
量
刑
判
断
を
行
う
わ
け

で
す
が
、
裁
判
員
の
方
々
の
意
見
に
は
、
裁
判
官
に
は
な
い
物
事
の
見
方
や

視
点
を
含
ん
で
い
る
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
す
。
裁
判
員
裁
判
の
目
的
は
、

裁
判
官
と
い
う
法
律
の
プ
ロ
の
専
門
知
識
や
経
験
と
、
裁
判
員
と
い
う
法
律

家
で
な
い
方
々
の
物
事
の
見
方
や
経
験
と
を
融
合
さ
せ
て
、
よ
り
良
い
刑
事

裁
判
の
実
現
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
に
あ
る
わ
け
で
す
が
、
正
に
そ
の
と
お

り
で
あ
る
と
実
感
で
き
ま
し
た
。

　

座
右
の
銘
は「
継
続
は
力
な
り
」で
す
。努
力
を
継
続
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、

必
ず
し
も
目
標
を
達
成
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
と
こ
ろ
が
、
人
生
の
難
し
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
努
力
を
怠
れ
ば
何
事
も
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
こ
の
言
葉
を
胸
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
木
正
洋

最
高
裁
判
所
判
事

昭
和
三
六
年
四
月
三
日
生

ひ
ら

き

ま
さ

ひ
ろ


